






































































3 － 2 ．生徒への事前調査
　 3 － 1の、教師へのインタビューをもとに、JSL生徒が国語教科書の文章の
読解につまずく具体的な要因をさぐるために、以下のような調査をおこなった。
調査時期：2012年 9 月










































































№ ルーツとなる国 性別 第一言語 家庭内言語 来日時期
日本語母語生徒
J 1 日本 男 日本語 日本語 日本生まれ
J 2 日本 男 日本語 日本語 日本生まれ
J 3 日本 男 日本語 日本語 日本生まれ
J 4 日本 男 日本語 日本語 日本生まれ
JF 1 フィリピン 男 日本語 日本語 日本生まれ
JF 2 韓国 女 日本語 日本語／韓国語 3 歳
JF 3 台湾／日本 女 日本語 日本語 日本生まれ
JF 4 インド 男 日本語 日本語 日本生まれ
JF 5 ネパール 男 日本語 日本語 日本生まれ
漢字圏生徒
C 1 中国 女 中国語 中国語 2010．1
C 2 中国 男 中国語 中国語 2011．8
C 3 中国 男 中国語 中国語 2011．2
C 4 中国 男 中国語 中国語 2010．2
C 5 中国 女 中国語 中国語 2010．1
C 6 中国 女 中国語 中国語 2010．6
C 7 中国 女 中国語 中国語 2010．6
C 8 中国 女 中国語 中国語 2011．6
C 9 中国 男 中国語 中国語 2011．2
C10 中国 男 中国語 中国語 2007．7
C11 中国 男 中国語 中国語 2012．8
外国人生徒が国語の読解でつまずく要因　─文法的側面から─
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非漢字圏生徒O 1 フィリピン 男 セブアノ語 セブアノ語 2013．3
O 2 フィリピン 女 セブアノ語 セブアノ語 2013．3
O 3 フィリピン 女 タガログ語 タガログ語 2012．9
O 4 ルーマニア 女 ルーマニア語 ルーマニア語 2012．4
O 5 タイ 女 タイ語 タイ語 2012．3
J：日本人生徒　JF：外国籍だが第一言語が日本語の生徒　C：漢字圏生徒　O：非漢字圏生徒














































































































































































































































漢字圏（11名） 非漢字圏（ 5 名）
てならない   89％     9％   20％
ではないだろうか 100％   18％   40％
ないわけではない 100％   82％   60％
理由を表す「のだ」   46％   24％   20％
にもかかわらず   78％   61％   73％
うとしたら   85％   73％   53％
たとしても   67％   27％   27％











































  2 15   0   1   2   0   0
文学的文
章計20篇





  0 26   0   2   4   0   1
文学的文
章計14篇





  1 16   0   1   0   1   1
文学的文
章計8篇





  0 12   0   3   0   1   3
文学的文
章計20篇






























のだ（理由） 21 ～べきだ   5 ～にちがいない   2
～ではない
（だろう）か 14 ～てしかたがない   5 ～てしまった   2
～からだ 11 ～だろう   3
接続詞
つまり   7 そのため   4 それで   3
このように   5 だから   4 しかし   3
接続助詞
～ため／ために 12 ～から   8 ～のに   4
～ず／ずに 11 ～ので   6 ～ても／でも   3
その他 指示詞13 61 複雑な構造の文 20 反実仮想（～たら～のに等）   6
　以上の調査結果から、読解問題において文法の理解がキーとなる設問は多い
こと（特に説明的文章）が明らかとなった。中でも、表 4にみられるように、「～
ではない（だろう）か」「～べきだ」「～てしかたがない」のような、筆者の主
張や感情を表す文末表現や、「つまり」「このように」のような文章のまとめを
示す接続表現、「～のだ」「～からだ」「～ため（に）」のような因果関係を示す
文末表現・接続表現の理解が重要であることがわかった。
8．JSL生徒のための国語ワークブックの作成
　調査・分析結果から得られた知見を生かし、読解のためのストラテジー養成
を目的としたワークブックを作成した。ワークブック全体は、「漢字」「語彙」
「文法」「背景知識」の 4部構成となっているが、ここでは文法のみを取り上げ、
内容の一部を紹介する。「文法」のコーナーでは、まずJSL生徒の学習支援者（教
師やボランティア）向けの「指導のポイント」で、JSL生徒の困難点を説明し、
ワークブックの目的を説明している。その後、「文末表現」「接続詞・接続助詞」
について、それぞれターゲット文法に焦点を当てた短文レベルの問題と、長文
読解問題を用意した。また、解答と解説も用意し、日本語教師でない指導者で
も使いやすいように工夫をおこなった。
13	 指示詞は問題数は非常に多いが、「『それ』は何を指しますか」といった明示的な問題
が多く、形式もわかりやすいため、非母語生徒特有の問題とはみなさなかった。
外国人生徒が国語の読解でつまずく要因　─文法的側面から─
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　以下は作成したワークブックの問題の一部の抜粋である14。
文末表現に気をつけましょう
問題1 　次の①～⑧の文を読んで、あとのA・Bのうち、文の　　部の容と
　　　　合っているものに○をつけなさい。
　①勉強の時間が多くなったのが、うれしくてしかたがない。
　　A（　　　）とてもうれしいと思っている。
　　B（　　　）うれしくないと思っている。
　②小学生から英語を勉強するのは、よくないのではないだろうか。
　　A（　　　）よくないと思っている。
　　B（　　　）いいことだと思っている。
　③会社員は、会社の近くに住むべきだ。
　　A（　　　）会社の近くに住んだほうがいい。
　　B（　　　）会社の近くに住むことができる。
接続詞・接続助詞に気を付けましょう
問題3 　次の①～⑤の文を読んで、あとの文のうち、内容が合っているものに
　　　　○をつけなさい。※○は一つではないこともあります。
　①私は毎朝、朝ごはんを食べずにコーヒーを飲んで出かける。
　　A（　　　）朝ごはんを食べてから、コーヒーを飲む。
　　B（　　　）朝ごはんは食べないで、コーヒーを飲む。
　②朝の六時に家を出たのに、学校に着いたのは九時だった。
　　A（　　　）朝早く家を出たから、早く学校に着いた。
　　B（　　　）九時よりもっと早く学校に着くと思っていた。
　④今朝、いつものバスに乗っていたら、学校に間に合わなかっただろう。
　　A（　　　）今朝、いつものバスに乗らなかった。
　　B（　　　）今朝、学校に間に合わなかった。
問題4 　次の⑥～⑩の文を読んで、（　　）に適当な文をあとのA～Cから
　　　　選びなさい。
14	 一部抜粋のため、問題番号は連番とはなっていない。
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　⑧予定の飛行機が飛ばなかった。そのため、（　　　）
　　A 東京に着くのが三時間遅れてしまった。
　　B 新幹線で行ったほうがいいだろう。
　　C 台風が近づいて風が強かったからだ。
　⑨娘が買うのは料理やレストランの雑誌ばかりだ。つまり、（　　　）
　　A もっと他の本も読んでほしい。
　　B 食べることが大好きなのだ。
　　C 旅行の雑誌もときどき買う。
　現在は、こうして作成したワークブックを、JSL生徒の指導に当たっている
学校やボランティア教室などに要請に応じて配付し、使用してもらいつつ、反
応を聞いているところである。
7．まとめと今後の課題
　
　生徒を対象とした読解調査及び、教科書やワークブックの分析により、文末
表現や接続にかかわる文法形式は、読解の際の重要なキーとなっていることが
多く、「～ではないだろうか」のような、日本語母語生徒にとっては問題とな
らない文法形式や表現がJSL生徒の読解のつまずきとなっていることが明らか
になった。しかし、これらの文法形式については、生徒自身も誤読の原因と気
づきにくく質問の対象としにくいことから、教師側の指導からもれがちである
と推測される。よって、こうした文法形式に留意することが、JSL生徒の読解
指導に有用であると言ってよいだろう。こうした結果をふまえて今回ワークブッ
クを作成したが、これはあくまで試作的なものである。現場で使用した感触を
聞いて、改善点・不足点を検討し、今後の研究に生かしたいと考えている。
　また、今回調査対象とした文法形式は決して網羅的ではないため、今後はコー
パスをもとに丁寧に文法形式を精査し、ジャンルによる使用頻度や傾向なども
検討していく必要がある。今回解明できなかった連体修飾節の難易度について
も、さらに調査を進めていきたい。
外国人生徒が国語の読解でつまずく要因　─文法的側面から─
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